





















































Chapter 9 Internationalisation of Polish Universities 
under the EU ERASMUS Programme: The case of the 
University of Lodz and the Faculty of International and 









































































































藤井和夫編著 『現代世界とヨーロッパ―見直される政治・経済・文化』 （関西学院大学産研叢書 42） 中央経済社 2019
にとってどのような示唆をもたらすかを、政治・
経済・文化・歴史といった、非常に多様な観点か
ら分析している点である。具体的には、以下であ
る。まず、EU加盟国の EUに対する関係がどの
ような歴史上の経緯の中で決定づけられるかを、
ポーランドを事例に提示している（第 8章）。そ
して、そのように必ずしも一枚岩ではない加盟国
の集合体である EUの内部でどのように共通政策
が生まれるのか、そのメカニズムをポーランドの
エネルギー政策と EUのエネルギー政策との相互
作用を分析することにより明らかにし（第 1章）、
他方で、EUに外部の国際機関が関わる場合の政
治的な意思決定にどのような力学が働いているか
を、国連安保理の主に地中海域における EUの活
動に関する決定の経緯と内容とを題材に分析して
いる（第 2章）。第 1章は、EU内部における意思
決定、第 2章は EUに関わる国際機関における意
思決定という視点に基づいており、対称的である。
次に、難民・移民やムスリムといった、元々は「ヨー
ロッパ的なもの」にとっては外部の者としての存
在が、どのように EU加盟国に取り込まれてきて
いると同時に衝突を起こしているのかを、一方で、
東西対立といった歴史の流れの中で、常に他国と
の関係における人の移動の問題に対処してきたハ
ンガリーを事例に分析し（第 3章）、他方で、一
加盟国内におけるイスラームやムスリムに対する
政策が彼らの統合にどのような影響をもたらして
いるのかを論じている（第 4章）。第 6章及び第
7章は、それぞれにおいて、公共サービスに焦点
を絞り、これまでの欧州統合が進んできていた方
向に修正がかかってきている状況、又はその再評
価が必要となってきている点を指摘し、EUの経
済統合の実体面でも「ヨーロッパ的なもの」が問
い直されている点を指摘している。さらに、この
ように様々な角度から従来の「ヨーロッパ的なも
の」が問い直されてきている結果としての EUに
おける政治の動きが、第三国との経済活動に対し
どのような影響を及ぼしているかを、視点を変え、
日本との関係、特に Brexitと日 EU経済連携協定
に焦点を当てて分析している（第 5章）。最後に、
EUの中でももっとも成功した計画の 1つとして
のエラスムス計画の成果を、本書中で EUに対す
る問題提起の役割を与えられて度々登場するポー
ランドの大学を事例に紹介することで、難題に直
面する EUの従来の「ヨーロッパ的なもの」に対
する課題と共に、希望も示している（第 9章）。
このように、本書は、従来の「ヨーロッパ的な
もの」が問い直されているということを、非常に
多様な視点から考察していることにより、EUや
その加盟国のみならず、国際社会や第三国との関
係における政治・経済・歴史・文化の視点からの
示唆を得ることができるという点で、非常に有益
である。また、本書は、ポーランドやハンガリー等、
主に東欧諸国の事例を扱っており、英独仏等の大
国に主眼を置いた研究からは十分に把握できない
EUの諸相を理解できる点が、特筆に値する。
おわりに
最後に本書の若干の問題点を指摘したい。上述
のように、本書の意義は、多様な視点から既存の
「ヨーロッパ的なもの」を問い直し、多様な観点
から示唆を得られる内容である点である。そのよ
うな意味で、本書の各章は一つのテーマを追求し
ており、無論、独立した個別の章毎にはそれ自体
の価値があるとはいえ、全体としての真価は、本
書をすべて読破した後に、相乗効果的に、より実
感されることとなる。しかしながら、本書の形式
的な弱点として、各章が順番に並べられているの
みであるため、章と章との関連性とその意義を理
解するためには、各章の十分な吟味が必要となる。
もちろん、編著者の意図は章の順番に読み取れる
ものの、一見したところは必ずしも明らかではな
い。そのため、私見ではあるが、同様の、又は対
となっている複数の章を、それぞれグループごと
にまとめた「部」構成にし、各「部」のタイトル
でそのテーマを示すといった形で、「部」構成を
とる余地があったのではないかと思料する。いず
れにしろ、このような指摘が妥当したとしても、
本書の実質的な価値が損なわれるものではない。
本書の読後感として、まるで、EUという惑星
系の、ときに一つの惑星の軌道を辿り、ときに他
の惑星系との関係性を探り、ときに一つの惑星の
中のミクロな生態系の仕組みに目を凝らすといっ
た形で、多様な視点から EUを見つめ直し、これ
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まで見えていたようで見えていなかった視点を得
ることにより、EUを理解し直すことができた。
今後もこのような啓発的な研究の展開を期待する
ところである。
